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JapanKnowledge�Lib.を活用した研究

� 島根大学学術情報機構附属図書館長　田　籠　　　博

１　研究計画

　定年を目前にして一つの計画を立てた。ある文献資料を電子化し、その用
語に関する研究成果を発表して退職を迎えようと思った。対象にしたのは室
町時代の言語資料として有名な桃源瑞仙の『史記抄』（文明９年1477成）。こ
の活字本『史記桃源抄の研究　本文篇』６冊（計3,000頁）をOCRで取り込み、
パソコンで自在に利用できる形に整え、それによって用語の性格を明らかに
しようと考えた。
　3月から作業を始め、休日も趣味を諦めながら多大な時間を費やして、８
月末にようやく第一段階を終えた。しかし、用語の性格を検討する方向で中々
適切なアイデアが得られず、しばらく索引作成などでお茶を濁す時期もあっ
た。
　 そ ん な 時、 附 属 図 書 館 のHPか ら 使 用 で き る デ ー タ ベ ー ス の 中 に

「JapanKnowledge Lib.」があり、そのコンテンツに筆者が日頃利用する『日
本国語大辞典』（小学館）が含まれていることを「発見」した。
　以下の記事は、それを利用した筆者の経験にもとづく。

２　『日本国語大辞典』の用例探し

　日頃使用する辞典は大型本で、当然のことながら重い。棚から取り出し、
頁を繰って目的の項目を探し、語釈（語の意味・用法の説明）を読み、そこ
に引かれている用例を見る。
　一方、データベース化された辞典では、冊子体では思いも寄らない調査方
法を取ることができる。『日本国語大辞典』（『日国』）全体から、『史記抄』
の用例がいくつ、どの語項目にあるかを瞬時に探せるのである。
　筆者は、『日国』における『史記抄』用例の在り方を調査することによっ
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て、『史記抄』の用語の性格が測れるのではないかと予想した。日本語の代
表的な辞典である『日国』における利用状況は、間接的ではあるが、『史記抄』
の用語の性格を何らかの形で反映しているに違いない。
　実際の手順は次の通り。附属図書館のHPから「電子リソース」を選び、「分
野別データベース」の下にある「事典・辞書」の「JapanKnowledge Lib」
を選択する。タイトル下の「詳細（個別）検索」にカーソルを当てると「日
本国語大辞典」が現れるから、それをクリックする。
　検索欄に「史記抄」と打ち、範囲を「全文（見出し＋本文）」として実行
すれば、たちまち検索結果が表示される。「史記抄」を含む見出し項目数、
品詞などが左に示され、「史記抄」前後の記事が右欄に五十音順で表示される。
親見出し項目が2,980、子見出しが117、字音要素が１である。
　作業が簡単に行くと欲が出る。同じ室町時代の文献資料についても同様に
調査して比較しようと考えた。同類の抄物、キリシタン資料、狂言資料につ
いて試みた。これも簡単に終えたので、他の時代の著名な文学作品について
も同じ作業を繰り返した。

図　『史記抄』検索結果
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　至って順調で楽しくなる。せっかく新しい調査方法を採るのだから、楽に
行えるのが望ましい。全ての結果は表のようになる。

　表から、『万葉集』『源氏物語』『平家物語』などには及ばないものの、『日
国』が『史記抄』から数多くの用例を引いていることが分かる。その事実は、

『史記抄』が室町時代語の資料として重要なものであることを示している。

３　用例検索の陥し穴

　しかし、前掲の表には重要な問題点がある。文献名で検索した場合、目的
のものだけでなく、類似する書名の文献までもが検索結果に含まれているこ
とが判明したからである。
　『徒然草』は江戸時代初めに大流行し、類似の書名をもつ作品が数多く作
られた。表の数字には、例えば、『徒然草講談之事』『徒然草野槌』なども含
まれている。『太平記』はさらに多く、『難太平記』『娘太平記』『化物太平記』
など「～太平記」という書名、および『太平記大全』『太平記聞書』といった「太
平記～」という作品も多く、全部で20作品以上もあった。
　こうした不要な項目を排除するにはどうするのか。予め類名書が分かって
いれば、それを別に検索し、その数を全体の項目数から除けばよい。しかし、
類名書の全てを想定することはとてもできない。
　実際には、大変素朴な話だが、検索した項目を一つ一つ見て、目的の書名
と異なるものを数え上げ、それを差し引くことになる。『太平記』で試して
みると、510項目が本来の『太平記』とは異なる書からの引用であった。1,000
を超える項目を丹念に見ていくのは、相当の時間と根気を要する。

表　『日国』所見文献名の項目数　（親見出しと子見出しの合計）

 史記抄 3,068 万葉集 8,736
 毛詩抄 805 源氏物語 11,598
 玉塵抄 2,311 枕草子 3,454
 中華若木詩抄 1,192 今昔物語 4,447
 虎明本狂言 3,686 平家物語 7,668
 天草本平家物語 903 徒然草 2,433
 天草本伊曽保 1,024 太平記 9,794
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４　検索結果の問題

　『日国』の検索ではもう一つ問題がある。検索結果として出力されるのが
見出しの項目数であって、用例の数ではないことである。これは筆者などの
調査では重要な相違を生み出す場合がある。極端な例だが、『徒然草』を一
項目中に20例も引いている場合がある（助詞「に」の項）。従って、正確な
用例数を知りたければ、やはり一項目ずつ記事を見ていかなければならない。
　もう一つ、解説文中に現れる書名も検索対象になるため、用例が存在しな
い項目も含まれることがある。これも正確な結果を得るためには除外する必
要がある。
　三つめに、検索自体の問題ではないが、項目の表示数がシステム的に1,000
を超えたものは表示できないという制限がある。逆順にすれば2,000までは
何とか可能だが、それ以上になると色々と工夫する必要がある。一般の利用
であれば問題にならないことだが、研究的な利用では困ったことで、何とか
改善して欲しい所である。

５　複合検索の効用

　筆者の調査内容は、『史記抄』の用語が『日国』で単独例（『史記抄』の用
例しかない項目）や初出例（その項目で最も古い例）、または最初例（語釈
の各項目で最も古い例）かを調べることであった。その結果、全体の６割が
何らかの意味で初出または最古の例であることが判明したが（因みに、『徒
然草』は２割）、それについては今は述べない。
　初出例や最初例かどうかは、語釈（語の意味・用法の説明）の後、用例の
最初に『史記抄』があるかどうかで判断したが、そこで不可解な事実がある
ことに気づいた。室町時代の辞書『文明本節用集』と『史記抄』との先後関
係が、『日国』の中で定まっていないのである。
　『史記抄』と『文明本節用集』との二つを鍵にして検索すると、『史記抄』
を先に置くのが60項目、逆に『文明本』を先にするのが47項目あって矛盾し、
初出例・最初例の判定に混乱をきたすのである。
　わが国で最も信頼される『日国』に、こうした不統一があることを見出し
たのは興味深かった。冊子体の辞書では、個別の事例には気づいても、二つ
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の書名を複合検索すれば直ちに結果を出すデータベースには到底及ばない。
これは予想していなかった利用法である。
　JapanKnowledge Lib.では三つの鍵語までの複合検索が可能だから、『万
葉集』と『源氏物語』に用いられて夏目漱石の作品でも用いられている言
葉を探す、などが簡単にできる。検索方法（AND,OR,NOT）を工夫すれば、
筆者も気づかなかった利用法がまだ隠れているかも知れない。
　研究発表の資料を昔はガリ版刷りで作成していたと言っても、最早だれも
理解できない。資料作成にはワープロが当たり前になり、OHPも過去の道
具となった。だとすれば、ここで紹介したような研究方法も一つの手段とし
て認めてもらえるのかも知れない。
　最後に、今後の利用拡大を考えると、本学でのユーザー数が２でしかない
のは是正したい所である。




